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ノチアジンの酸化電位を高度に (0.5V 程度) 負側に傾けることができている。さらに、3,7-ジアリールア
ミノ基の中性状態とラジカルカチオン状態ではジアリールアミン部の大きな構造変化が起こることをＸ
線構造解析により明らかにしている。第三章では 3,7-位にフェノチアジンを導入したフェノチアジン三量
体を電子供与体として、アントラキノンを電子受容体かつ光増感剤として光電荷分離課程を検討した。こ
の研究によりフェノチアジン三量体の中性種からラジカルカチオン種への構造変化のダイナミクスを過
渡吸収スペクトルで捉えることができている。さらに発生した光電荷分離状態のスピン状態がスピン相関
ラジカル対状態であることを実験的に明らかにしている。第四、五章ではフェノチアジンあるいはフェノ
チアジン 5-オキシドの 3,7-位にアリール基を導入すると高発光性フェノチアジンが得られることを明ら
かにしている。これらの結果はフェノチアジンの機能をさらに向上させ、その適用範囲を拡大するもので
あり、関連する物質科学、機能化学分野の発展に寄与するものである。よって、博士（理学）の学位にふ
さわしいものと審査した。 
